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１．原子力規制検査とは

1

原子力規制検査の特徴

１．検査対象は事業者の全ての安全活動であり、検査したい施設や活動や情報に自由
にアクセスできる。 （フリーアクセス）

２．より多くの時間を安全上重要なものの検査に使うとともに、実際の事業者の活動
を現場で確認する。 （リスクインフォームド、パフォーマンスベースト）
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原子力規制検査は、福島第一原子力発電事故の教訓等を踏まえた見直しを行い、
令和２年４月から実施している新たな検査制度



重要度評価
安全上の重要度で分類

実用炉では 軽微に分類

原子力規制検査
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検査指摘事項等

基本検査（日常検査、チーム検査）追加検査

特別検査 事業者の
安全活動の改善
（更なる安全性向上）

赤 黄 白 緑規制措置

行政指導
改善状況の報告 等

措置命令
許可取消 等

監
視
程
度
に
合
わ
せ
た

結果等を事業者へ通知、併せて広くホームページで公表
検査結果、評定結果及び年間検査計画を通知し公表する。

個別事項の重要度評価を活用し、監視領域のパフォーマンスの
劣化状況を評価するなどして、プラントごとに総合的に評価

２．原子力規制検査の流れ

必要な場合は追加検査を
実施する。 次

年
度
検
査
の
実
施

総合的な評定（年１回）



３．令和７年度 原子力規制検査結果
（１）検査実績

検査サンプル数：１７８サンプル（計画１５３サンプル）
原子炉起動・停止、燃料体管理、放射線管理 他

（２）結果

【１号機、２号機】

 年間を通じて、検査指摘事項は確認されなかった。

【３号機、４号機】

 年間を通じて、検査指摘事項は確認されなかった。
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４．令和７年度 総合的な評定

原子力規制検査の総合的な評定

 令和７年度において、検査指摘事項は確認されておらず、安全実績指標
は年間を通じて「緑」であった。

 また、各監視領域での活動目的の達成に向けた改善活動には、検査指
摘事項の是正活動も含めて、特段の問題は確認されなかった。

 対応区分は年間を通じて第１区分であり、各監視領域における活動目的
を満足しており、パフォーマンスの劣化が生じても自律的な改善が見込
める状態であると評価する。

 したがって、対応区分は第１区分とする。

安全実績指標とは

原子力規制庁の原子力検査官による検査とは別に、安全に係る監視領域に
関連する活動目的の達成状況の実績を示す指標 4

緑



５．令和８年度 検査計画

（１）区分

【１，２号機（廃止措置中）】

• 令和８年度の原子力規制検査は、基本検査を行うこととする。

【３，４号機（運転中）】

• 令和８年度の原子力規制検査は、基本検査を行うこととする。

（２）検査計画

日常検査 ： 原子炉起動・停止、定期事業者検査 等
計１３８サンプル

チーム検査 ： 放射線管理、品質マネジメントシステムの運用 等
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 玄海原子力発電所における車両事故を踏まえた今後の取組みについて

５月15日夕方、作業終了後の請負会社社員が退社するために運転していた車両が構内出入
ゲートに衝突し、ゲートが倒れました。その際、近くにいた請負会社社員２名が負傷しました。
当社は、車両人身事故防止に万全を期してまいります。

令和８年度に九州電力が報道発表した事案

参考１
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原子力規制検査の対応区分（実用炉）
参考２
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第５区分第４区分第３区分第２区分第１区分区分

監視領域における
活動目的を満足し
ていないため、プラ
ントの運転が許容
されない状態

事業者が行う安全
活動に長期間にわ
たる又は重大な劣
化がある場合

事業者が行う安
全活動に中程度
の劣化がある状
態

事業者が行う安
全活動に軽微な
劣化がある状態

事業者の自律的
な改善が見込め
る状態

施設の状態

施設の許認可、技
術基準その他規制
要求または命令の
違反が複数あり、
悪化している場合
等

が２
or
が１
or

繰返しなど

が３
or

が１
or

繰返しなど

が１か２のみ評価基準

・基本検査
・追加検査３
（1000～2000時間目安）

・基本検査
・追加検査２
（200時間目安）

・基本検査
・追加検査１
（40時間目安）

・基本検査のみ
（事業者の是正処置）

検査項目

赤黄白緑

白 黄

事業者による対応 規制機関による対応 監視領域の劣化
複数又は繰返しの
監視領域の劣化

許容できない
パフォーマンス



参考３
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参考４

9


